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	あなたが目指す 教師像とは？
	No,3
	2.ファシリテーターとしての教師と授業改善 板書の工夫 板書をあらかじめ構造的に準備しておくのではなく、生徒の意見を引き出しながら「構成的」に書き出していく（矢印を向ける等）技術は、中堅以降の教師にとって非常に重要な力です。   教師のスタンス ファシリテーターとしての役割を持ち、旧来型の講義授業を中心にするのか、生徒に委ねてオープンにした後にまとめで絞るのか、教師自身が自分の立場・スタンスを持っておく必要があります。  【補足説明】 　ICTの普及により、教材の提示や作成、生徒同士の共有が容易となり、教師の働き方が大きく変わりました。実際、この通信も「音声入力」を行い、AIに体裁を整えさせています。ICTやAI活用をしている私ですが、授業におけるICTの多用には否定的です。 なぜなら、ICTの活用が学力の向上には直結していないと考えるからです。たとえば、スライドで授業を進めた場合、テンポや教材の選択肢（写真・動画）としては良くても生徒の記憶に残るか、と聞かれると疑問です。深く考えずに受講するため、脳に残らない可能性があるからです。 　つまり、1時間の授業（学習）の履歴を残す、考えるきっかけのためには黒板を活用することも必要だと思っています。 　また生徒に委ねた活動の場合、生徒の雑多な思考や発言を教師の手腕で（ファシリテータとして）まとめるためにも黒板を使うことが大切だと思っています。 　どんな答えが出てくるか、それをどのように扱うか．どんな言葉として黒板に記録するか、そこに授業の面白さがある。と私は考えます。 　
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